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京王電鉄株式会社（本社：東京都多摩市、代表取締役社長：都村  智史、以下、「京王電鉄」）では、 

２０２６年１月３１日（土）から京王線内で営業運転を開始した新型通勤車両「２０００系」がこのたび 

２０２６年度グッドデザイン賞（主催:公益財団法人日本デザイン振興会）において、「１１－０５ 鉄道・船

舶・航空機、システムおよびサービス」カテゴリーで受賞しました。 

  

２０００系車両は、「もっと、安全に、そして安心して、これからもずっと、のっていただける車両を。全て

の世代に、やさしく、そして、ワクワクしてもらえる車両を」をコンセプトに幅広い世代にとって安全・快適

にご利用いただける移動空間となることを目指した新型通勤車両です。 

沿線にお住まいの子育て・シニア世代をはじめ幅広い世代に親しまれやすい車両となるよう検討し、デザイ

ンについては「安心」というキーワードから円（縁）をテーマに丸みや水玉模様を取り入れたほか、設備につ

いては当社で初めて「ひだまりスペース」を採用し、お子さま連れや車椅子のお客さまが過ごしやすいような

場所となることを目指しました。 

 

今回は、上記のような誰もが過ごしたくなるような公共交通空間を実現したインクルーシブデザインが評価

され、「鉄道・船舶・航空機、システムおよびサービス」カテゴリーでの受賞となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

① 京王線新型通勤車両「２０００系」が「鉄道・船舶・航空機、システムおよびサービス」カテゴリーで 

２０２６年度グッドデザイン賞を受賞。 

② デザインについては「安心」というキーワードから円（縁）をテーマに丸みや水玉模様を取り入れたほか、

設備については当社で初めて「ひだまりスペース」を採用。 

③ 今回の受賞では、誰もが過ごしたくなるような公共交通空間を実現したインクルーシブデザインが評価さ

れた。 

 

 

≪２０００系車両≫ 

本件のポイント 

京王線新型通勤車両「２０００系」が 

２０２６年度グッドデザイン賞を受賞！ 
鉄道・船舶・航空機、システムおよびサービスカテゴリーで受賞 

≪グッドデザイン賞ロゴ≫ 



 

１．グッドデザイン賞受賞概要 

（１）受賞概要  

項目 内容 

受賞名称 ２０２６年度グッドデザイン賞 

受賞対象 京王電鉄２０００系 

部門／カテゴリー １１―０５ 鉄道‧船舶‧航空機、システムおよびサービス 

プロデューサー 京王電鉄株式会社 

ディレクター 京王電鉄株式会社 

デザイナー 株式会社総合車両製作所 

 

（２）グッドデザイン賞審査員による評価 

鉄道車両のデザインを外観の刷新に留めず、「誰が、どのように乗るのか」という公共交通本来の問いから

組み立て直した点を高く評価したい。安心感を象徴する円を内外装のモチーフとして一貫して用い、柔らか

な表情の前面デザインから車内まで統一された世界観を形成している。特に５号車の「ひだまりスペース」

は、ベビーカーや車いす利用者のためだけの設備とせず、大型窓を通じて子どもを含む誰もが過ごしたくな

る場所へ転換した点が秀逸である。インクルーシブデザインを義務ではなく魅力へ変えた、公共デザインと

して優れた提案である。 

 

（３）「ＧＯＯＤ ＤＥＳＩＧＮ ＥＸＨＩＢＩＴＩＯＮ ２０２６」への出展について 

２０２６年１０月３１日（土）から１１月４日（水）までの間、東京・六本木の東京ミッドタウンで開催

される、２０２６年度グッドデザイン賞の全受賞作を紹介するイベント「ＧＯＯＤ ＤＥＳＩＧＮ 

ＥＸＨＩＢＩＴＩＯＮ ２０２６」にて新型通勤車両「２０００系」紹介パネルを展示します。 

 

（４）グッドデザイン賞について 

グッドデザイン賞は、１９５７年創設の、日本で唯一の総合的なデザイン評価・推奨のしくみです。製品、

建築、サービス、システム、地域の取り組みなど、有形無形を問わず、さまざまなものごとを対象としてい

ます。受賞のシンボル「Ｇマーク」は、よいデザインを社内に広げるマークとして親しまれています。 

２０２６年度は第７０回の節目にあたります。 

公式サイトＵＲＬ：https://www.g-mark.org/ 

 

２．新型通勤車両「２０００系」について 

（１） 概要 

２０００系車両は、「日本一安全でサービスの良い持続可能な交通」の実現に向けてデザインされた新型通

勤車両です。新たな移動需要創出の観点から、沿線にお住まいの子育て・シニア世代をはじめ幅広い世代に

親しまれやすい車両を検討しました。お客さまや社員の声をもとにデザインを制作し、人の感性を分析する

ＡＩを用いてデザインコンセプトとのマッチ度を定量的に評価した結果、現在のデザインの原型となりまし

た。また、５号車には当社初となる大型フリースペース「ひだまりスペース」を設置したことが特徴です。 

 

（２）デザインのポイント 

【 外 観 】「安心」というキーワードから、円（縁）をテーマに、車両の前頭部の丸みや側面の水玉模様で、

優しさと安全・安心を表現。 

 

 

https://www.g-mark.org/


【 室 内 】ラウンド形をモチーフに、心安らぐナチュラルな空間を意識した車内デザイン。 

【５号車】ひだまりスペースには、お子さまが外の景色を見やすいような大型窓や手すりを配置したほか、

ベビーカーや車椅子の方が過ごしやすいような広い空間を実現。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】新型通勤車両「２０００系」関連ニュースリリース 

・２０２４年５月１０日付発表「２０２６年初め、新型通勤車両「２０００系」を導入します」 

https://www.keio.co.jp/news/update/news_release/news_release2024/pdf/nr20240510_shingata.pdf 

・２０２５年４月２２日付発表「『大型フリースペース（仮称）』の愛称投票を実施します！」 

https://www.keio.co.jp/news/update/news_release/news_release2025/pdf/nr20250422_freespace.pdf 

・２０２５年９月３０日付発表「２０２６年１月３１日（土）に運行開始します」 

https://www.keio.co.jp/news/update/news_release/news_release2025/pdf/nr20250930_hidamarispace.pdf 

・２０２５年１２月２３日付発表「新型通勤車両「２０００系」の運行開始を記念し、お披露目会や試乗会を

開催します！～２０００系関連商品・記念乗車券の発売も～」 

https://www.keio.co.jp/news/update/news_release/news_release2025/pdf/nr20251223_model2000.pdf 

 

 

≪ひだまりスペース≫ 

≪車両内観≫ 

https://www.keio.co.jp/news/update/news_release/news_release2024/pdf/nr20240510_shingata.pdf
https://www.keio.co.jp/news/update/news_release/news_release2025/pdf/nr20250422_freespace.pdf
https://www.keio.co.jp/news/update/news_release/news_release2025/pdf/nr20250930_hidamarispace.pdf
https://www.keio.co.jp/news/update/news_release/news_release2025/pdf/nr20251223_model2000.pdf

